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議会運営委員会

答
弁

　
公
営
住
宅
に
お
い
て
は
、
入

居
条
件
の
緩
和
等
の
取
り
組
み

に
よ
り
積
極
的
に
活
用
で
き
る

答
弁

　
医
療
、
保
健
、
福
祉
が
一
体

と
な
り
、
市
民
の
生
活
の
質
の

向
上
を
目
指
し
、
地
域
包
括
医
　

療
や
医
療
連
携
体
制
を
構
築
し

て
い
く
と
の
考
え
の
基
に
作
成

し
て
い
く
も
の
。

　
進
捗
状
況
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

素
案
を
今
作
成
中
。
市
と
し
て

は
関
係
資
料
を
整
理
、
整
備
し

た
上
で
　
月
　
日
医
療
対
策
協

議
会
を
開
催
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
成
し
て
行
く
。

12

26

○
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

○
夕
張
市
の
再
建
と
再

生
に
つ
い
て

　
月
定
例
会

＝
一
般
質
問
＝

　
　
　

12

（
質
問
順
）

　

角
田
浩
晃
議
員
質
問

答
弁
　

　
来
年
度
新
た
な
法
の
下
で
財

政
再
生
計
画
の
策
定
を
行
う
が
、

策
定
に
あ
た
っ
て
は
現
行
の
再

建
計
画
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

市
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解

決
し
て
行
く
た
め
に
は
、
市
自

ら
が
最
大
限
の
努
力
を
し
て
行

く
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
国
や

道
か
ら
の
支
援
も
不
可
欠
と
思

う
の
で
、
今
後
と
も
国
会
議
員

や
国
・
道
に
対
し
て
、
夕
張
市

が
抱
え
る
様
々
な
問
題
解
決
に

向
け
て
ご
支
援
頂
け
る
よ
う
積

極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

く
。

　

伝
里
雅
之
議
員
質
問

山
本
勝
昭
議
員
質
問

本庁舎、議会、南支所、文化スポーツ
センター、図書コーナー、老人福祉会
館、各金融機関・診療所・医院、ふれ
あいサロン

公開場所 公開内容

　
平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
財
政
再
建
計
画
は
、
こ
の

３
月
で
、
早
く
も
２
年
を
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
さ
ら
に
新
た
な
財

政
健
全
化
法
に
よ
り
　
年
度
中

に
「
財
政
再
生
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
「

今
の
再
建
計
画
で
夕
張
が
再
生

で
き
る
の
か
」
議
会
と
し
て
も

疑
問
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た

し
、
こ
の
計
画
を
進
め
る
中
で

も
多
く
の
難
題
が
発
生
し
て
き

て
い
ま
す
。

  

当
初
予
定
し
て
い
な
い
課
題

も
含
め
、
本
当
に
夕
張
が
、
市

民
が
、
明
日
に
夢
を
抱
い
て
再

生
し
て
い
く
た
め
、
見
直
す
も

の
は
見
直
す
（
大
胆
に
切
り
捨

て
る
事
も
含
め
）
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
再
建

計
画
で
欠
け
て
い
た
夕
張
の
あ

る
べ
き
姿
（
ど
ん
な
ま
ち
に
す

る
の
か
）
を
市
民
と
描
か
な
け

れ
ば
、
新
し
い
再
生
計
画
は
意

味
を
な
し
ま
せ
ん
。

  

そ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
年
は

非
常
に
重
要
な
年
、
決
断
の
年

と
な
り
ま
す
が
市
民
の
皆
様
と

共
に
協
力
し
合
い
歩
ん
で
行
き

た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

  

本
年
も
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　 

市
議
会
議
長  

加 

藤 

喜 

和

19

21

議会の役職、会議の開催状況、定例会
や臨時議会の内容（議員の質疑内容）、
常任委員会の協議項目など。

（
１
）
公
営
住
宅
、
空
き

住
宅
の
活
用
に
つ
い
て
。

○
定
住
・
交
流
対
策
に

つ
い
て

（
１
）
夕
張
市
が
考
え
る

地
域
医
療
の
定
義
と
は
。

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
の
進
捗
状

況
は
。

を
策
定
し
て
行
く
が
、
こ

の
財
政
再
生
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
は
。

答
弁

　
住
民
生
活
に
直
結
す
る
課
題

を
中
心
に
国
・
道
と
協
議
を
行

い
、
６
月
と
９
月
に
必
要
な
計

画
変
更
を
行
っ
て
き
た
。

（
１
）
　
年
度
も
ま
だ
半

年
を
残
し
て
い
る
中
で
、

国
や
道
と
の
協
議
も
含
め

再
建
計
画
の
現
状
は
ど
う

な
の
か
。20

２
面
へ

（
２
）
新
た
な
法
の
施
行

に
伴
い
「
財
政
再
生
計
画
」

 

　
月
か
ら
　
月
ま
で
の

　
　
　
　 

議
会
議
決
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
主
な
も
の
）

①
第
７
回
臨
時
会

　
　
　
（
　
月
　
日
）

・
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
の
専

　
決
処
分
（
鹿
の
谷
東
丘
町
２
棟
４

　
戸
廃
止
）

・
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

　
比
率
に
つ
い
て

②
第
８
回
臨
時
会

　
　
　
（
　
月
　
日
）

・
平
成
　
年
度
一
般
会
計
他
６
会
計
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19

　
決
算
の
認
定

・
指
定
管
理
者
の
指
定
（
ユ
ー
パ
ロ

　
の
湯
―
菱
和
興
産
㈱
）

・
専
決
処
分
（
住
宅
明
け
渡
し
訴
え

　
の
提
起
と
和
解
の
申
し
立
て
）

③
第
４
回
定
例
会

　
　
　
（
　
月
　
～
　
日
）

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
（
出
産
育
児
一
時
金
の
見
直
し
）

・
観
光
施
設
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
（
２
施
設
の
使
用
料
改
定
）

・
教
育
委
員
の
任
命
（
小
林
信
男
氏

　
＝
再
任
） 12
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18

新
た
な

　
再
生
計
画
策
定
へ



夕張市議会だより　　　2月１日号　　　　　（2）

答
弁

　
電
話
を
所
有
す
る
こ
と
の
是

非
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は

各
家
庭
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
。
保
護
者

の
要
請
に
よ
り
許
可
を
出
す
場

合
も
あ
る
が
、
学
校
へ
の
持
込

に
つ
い
て
は
原
則
禁
止
と
し
て

い
る
。

　 （
１
）
児
童
生
徒
に
対
す

る
携
帯
電
話
の
使
用
に
関

す
る
指
導
の
問
題
に
つ
い

て
。

答
弁

　
今
後
策
定
す
る
『
財
政
再
生

答
弁

　
本
市
で
は
、
小
中
学
校
の
統

廃
合
を
控
え
て
お
り
、
地
域
交

通
の
あ
り
方
を
最
優
先
と
し
て

多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
交
通

体
系
が
不
可
欠
だ
。

　

（
２
）
再
生
計
画
・
地
域

再
生
に
向
け
た
市
長
の
考

え
方
は
。

答
弁

　
今
後
企
業
誘
致
は
も
ち
ろ
ん
、

地
元
企
業
に
よ
る
地
域
資
源
の

活
用
等
を
通
じ
た
新
産
業
創
造

や
交
流･

安
定
人
口
の
維
持･

拡

大
等
に
向
け
た
対
策
と
し
て
、

市
有
財
産
や
空
き
店
舗
な
ど
の

既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
積
極

的
に
勧
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
商
工
会
議
所
か

ら
提
言
さ
れ
て
い
る
、
国
等
の

関
係
機
関
の
誘
致
に
つ
い
て
も
、

経
済
活
性
化
・
歳
入
確
保
の
見

地
か
ら
、
今
後
連
携
し
情
報
収

集
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

○
交
通
体
系
の
見
直
し

に
つ
い
て

○
本
市
の
現
状
と
　
再

生
計
画
・
地
域
再
生
に

つ
い
て

（
１
）
現
計
画
の
検
証
と

再
生
計
画
全
般
に
渡
る
策

定
に
向
け
た
今
後
の
課
題

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

 

答
弁

　
市
や
教
育
委
員
会
、
市
内
バ

ス
会
社
を
交
え
た
「
検
討
会
」

の
中
で
協
議
を
し
て
い
る
。
市

民
が
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
児

童
生
徒
の
放
課
後
活
動
に
も
便

宜
を
図
り
利
便
性
を
平
等
に
、

幅
広
く
確
保
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

（
２
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

の
関
連
に
つ
い
て

計
画
』
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

課
題
整
理
・
解
決
に
向
け
て
、

新
た
な
財
政
需
要
と
し
て
計
画

に
盛
り
込
む
べ
き
も
の
や
、
極

力
市
の
財
政
負
担
の
軽
減
が
図

れ
る
よ
う
進
め
、
今
後
の
本
市

の
状
況
を
適
切
に
踏
ま
え
な
が

ら
、
着
実
か
つ
計
画
的
に
赤
字

解
消
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
・

道
と
協
議
ま
た
支
援
を
お
願
い

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
１
）
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
地
域
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て

　
高
齢
化
率
　
％
と
い
う

状
況
の
中
、
自
家
用
車
を

利
用
で
き
な
い
高
齢
者
が

多
く
、
福
祉
の
観
点
か
ら

も
バ
ス
路
線
を
維
持
し
、

43

答
弁

　
入
居
者
が
退
去
し
た
時
点
で
、

電
気
・
水
道
・
ガ
ス
な
ど
の
元

栓
や
ブ
レ
ー
カ
ー
等
が
停
止
状

態
に
な
っ
て
い
る
か
、
侵
入
防

止
の
た
め
の
施
錠
が
行
わ
れ
て

い
る
か
確
認
し
、
適
正
な
管
理

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
市
営
住
宅
の
再
編
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
平

成
　
年
７
月
に
対
象
団
地
に
お

け
る
入
居
者
の
意
向
調
査
を
行

い
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
し
、

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

20

○
住
宅
問
題
に
つ
い
て

○
教
育
を
取
り
巻
く
環

境
問
題
に
つ
い
て

答
弁
　

　
本
年
度
予
算
や
財
政
再
生
計

　 答
弁

　
夕
張
の
四
季
の
自
然
の
豊
か

さ
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
や
、

企
業
誘
致
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　○
行
政
執
行
体
制
に
つ

い
て

（
１
）
市
民
に
対
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防

ぐ
た
め
に
今
後
の
適
正
職

員
数
は
何
名
程
度
か
。
ま

た
道
・
国
と
話
し
合
う
前

に
市
民
の
理
解
を
求
め
る

の
が
重
要
と
考
え
る
が
ど

の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て

い
る
の
か
。

高
橋
一
太
議
員
質
問

高
間
澄
子
議
員
質
問

正
木
邦
明
議
員
質
問

新
山
純
一
議
員
質
問

画
の
策
定
や
財
政
再
建
と
将
来

に
わ
た
っ
て
の
行
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
現

在
の
１
２
１
人
の
職
員
数
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
の
理
解
を
高
め
て
い
く

た
め
に
行
政
が
果
た
す
役
割
と

そ
れ
に
必
要
な
職
員
定
数
な
ど
、

地
域
懇
談
会
、
広
報
で
の
情
報

提
供
を
重
ね
る
な
ど
の
努
力
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

（
２
）
ふ
る
さ
と
夕
張
、

自
然
を
活
か
し
た
街
づ
く

り
に
つ
い
て
。

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

（
１
）
市
営
住
宅
の
管
理

上
に
お
け
る
空
家
対
策
と

再
編
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
空
き
店

舗
や
空
き
住
宅
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

商
工
会
議
所
や
民
間
企
業
と
連

携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
１
面
か
ら




